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議 
驚 

除
夜
の
鐘
が

鳴
り

響
く
中
、

希
望
に
満

ち
た
新
し
い

年
が

明
け

ま
し

た
。
 

新
年
お

め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

“
．
与

日
ト
b
、
」」
」×
 

”
 
メイ
‘
み
ノ
？イー
H
4
 

新
年
の
抱
負
を
語
り
合
う
 

一
 

恵
 

―幸せを みんなでつくる 正しい選挙 金小 6年 白 川 

戸
 

五
殺
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
家

内
安
全
、
身
体
堅
固
な
ど
こ
の

一
年
の
平
穏
を
祈
願
す
る
初
も

う
で
は
、
午
前
零
時
の
時
報
と

共
に
始
ま
り
参
拝
者
の
か
し
わ

手
を
打
つ
音
が
次
か
ら
次
と
こ

だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
八
幡
宮
で
は
、
午
前

一

時
過
ぎ
ま
で
賑
い
を
見
せ
、
参

拝
者
が
二
千
人
を
記
録

（
金
木

警
察
署
外
勤
係
調
）
、
試
験
の

合
格
を
祈
る
受
験
生
も
含
め
、
 

絵
馬
や
破
魔
矢
を
手
に
す
る
人

が
目
立
ち
ま
し
た
。
丑
年
の
今
 
 年

、
ニ
年
続
き
の
大
雪
と
な
リ

ま
し
た
が
、
ま
だ

一
月
。
積
雷

記
録
の
更
新
は
免
れ
そ
う
に
な

い
よ
う
で
す
が
、
大
雷
の
年
は

豊
作
と
言
わ
れ
悲
観
し
た
も
の

で
も
な
く
ひ
二
年
続
き
の
豊
作

を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

新
年
の
抱
負
を
語
リ
合
う
、
 

「町
民
新
年
の
集
い
」
 
が一
月

四
日
中
央
公
民
館
で
厳
か
に
開

か
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
ま
で
「
元
旦
の
集
い
」
 

と
し
て
一
日
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
の
集
り
は
、
年
始
の
多
忙
や

里
帰
り
な
ど
を
理
由
に
今
年
か

ら
四
日
の
御
用
始
め
を
契
機
に

実
施
さ
れ
、
約
百
人
の
各
界
代

表
者
や
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

式
は
、
 “
君
が
代
4
と
“
年

の
始
め
4
の
斉
唱
に
統
き
古
川

町
長
が
年
頭
の
辞
、
原
田
一
実

県
議
ら
七
名
の
各
界
代
表
が
新

年
の
抱
負
を
述
べ
た
あ
と
、
祝
 
 宴

に
入
リ
ま
し
た
し
 

こ
の
集
い
も
一
般
町
民
か
ら

は
、
敷
居
が
高
い
と
印
象
づ
け

ら
れ
る
の
か
参
加
者
の
九
割
が

役
職
を
持
つ
人
で
占
め
ら
れ
、
 

新
年
の
あ
い
さ
つ
や
名
刺
を
交

換
し
て
い
ま
し
た
。
 

抱
負
を
述
べ
た
各
界
代
表
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

青
森
県
議
会
議
貝
 
原
田
一
実

金
木
町
社
協
会
長
 
花
田
 
一

金
木
町
議
会
議
長
 
野
宮
雄
造

金
木
警
察
署
長
小
笠
原
精
治
郎

金
木
営
林
署
長
 
鈴
木

三
男

青
森
銀
行
金
木
支
店
長
今
紀
元

金
木
町
商
工
会
長
 
角
田
良
逸
 

元旦午前0時の金氷八幡宮 



（第225・号） 金木だよ‘) (2) 

金木町議会議長 

野 宮 雄 造 

一
 

洋
 

野 ー選挙権 持ってることに 責任を 金中1年 月、 

‘かか ‘ ' ’なか、ご “’、’一’ーr プーこ、 

年頭のごあいさつ 
メ
句
 

夫
 

一・
く
竹
 

長
メ
ー
 

丁
．
ー
 

田
 
ー
 

ー
 

木
 

古
 

金
 

て
来
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
 
好

印
象
を
与
え
、
町
と
し
て
も

限
リ
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
保
全
に
配
慮
し

つ
つ
、
津

ま
た
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
 

軽
北
部
の
観
光
拠
点
と
し
て
か

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
．
ひ
 
太

宰
治
敗
策
コ
ー
ス
ー
を
目
玉

ば
の
香
り
高

い
太
宰
の
ふ
る
さ
 

に
一
層
整
備
を
図
り
、
併
せ
て

と
金
木
4
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
 
背
森

市
と
を
四
十
五
分
で
直
結

た
農
村
総
合
整
備
計
画
は
、
今
 
す

る
辱
風
山

ー
内
真
部
線
の
早

年
モ
デ

ル
事
業
実
施
計
画
に
取
 
期
改

良
整
備
に
全
力
を
注
ぎ
観

り
組
み
農
村
の
生
産
と
環
境
基
 
光

と
産
業
の
中
枢
に
し
た
い
と

盤
を
一
体
的
に
整
備
す
る
具
体
 
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

的
立
案
に
入
り
ま
す
。
 

昭
和
六
＋
年
は
、
新
生
金
木
 

q兄

レ
」
しつ
 

町
が
合
併
三
十
周
年
の
輝
か
し
 

ー
 
ー
 
一

．
 

い
年
と
な
る
訳
で
す
が
，
こ
れ

試
“
己
〈
《
．
＜
レ
．
 

ま
で
の
歴
史
を
眼
り
返
り
新
た

さ
ら
に
県
立
芦
野
公
園
の
自

・
な
町
の
発
展
と
一
層
の
繁
栄
を

然
美
豊
か
な
景
観
は
来
町
者
に
 
念

願
し
て
記
念
事
業
を
実
施
し
 

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
リ
申
し
上
げ

ま
す
。
 

町
長
就
任
以
来
早
く
も
ニ
年

ニ
力
月
を
経
過
し
、
こ
の
間
、
 

私
の
信
条
と
す
る
と
こ
ろ
の
 
「
 

清
潔
公
正
」
を

一
心
に
貫
き
行

財
政
の
計
画
的
か
つ
合
理
的
運

用
に
努
め
町
民
の
福
祉
向
上
と
 

昭
和
六
十
年
の
年
頭
に
当
り
、
 

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
 

こ
こ
に
希
望
に
あ
ふ
れ
た
す

が
す
が
し
い
新
年
の
朝
を
お
迎

え
の
町
民
各
位
の
ご
清
福
と
ご

繁
栄
を
心
よ
リ
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
 

昨
年
三
月
改
選
以
来
、
早
や

一
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
 
 

明
る
く
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り
 

を
目
指
し
て
奮
起
し
て
米
た
つ
 

も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
緊
縮
財
政
の
も
と
 

行
革
を
踏
ま
え
た
行
政
を
取
リ

巻
く
環
境
が
誠
に
厳
し
く
、
町

全
体
の
経
済
も
久
し
ぶ
リ
の
豊

作
に
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
、
四

年
続
き
の
冷
災
害
が
尾
を
引
き

容
易
な
ら
ざ

る
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
中
に
あ
っ
て

待
望
の
金
木
中
学
校
新
築
移
転

工
事
は
、
よ
う
や
く
着
工
に
こ

ぎ
つ
け
工
事
も
順
調
に
進
み
建

造
物
と
し
て
の
雄
姿
を
現
わ
し
 

り
ま
す
が
、
そ
の
問
議
員
一
同

は
微
力
な
が
ら
、
町
政
発
展
の

た
め
誠
心
誠
意
、
懸
命
の
努
力

を
傾
注
し
て
参
っ
た
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
。
 

さ
て
昨
年
我
が
町
の
主
要
作

目
で
あ
る
水
稲
の
作
柄
は
生
育

期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
好
天
に

恵
ま
れ
、
更
に
は
、
台
風
が

一

度
も
上
陸
し
な
か
っ
た
と
い
う

気
象
観
測
史
上
、
稀
な
記
録
も

手
伝
っ
て
長
年
続
い
た
冷
害
に

よ
る
不
作
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ

か
の
よ
う
な
大
豊
作
と
な
り
、
 

農
家
の
方

々
に
は
、‘
久
し
ぶ
り

に
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
 
 

た
こ
と
と
拝
察
致
し
は
す
。
 

さ
て
昨
年
行
な
わ
れ
た
我
が

町
の
主
な
る
事
業
を
列
挙
し
ま

す
と
老
人
ゆ
祉
セ
ン
タ
ー
、
新

農
構
改
事
業

の
り
ん
ご
冷
蔵
庫
 

（
嘉
瀬
）
、
町
道
整
備
事
業
等

が
完
成
、
ま
た
永
年
の
悲
願
だ

っ
た
金
木
中
学
校
が
三
カ
年
継

続
事
業
と
し
て
着
工
さ
れ
、
金

木
営
林
署
旧
貯
木
場
跡
の
用
地

に
お
い
て
、
目
下
畳
夜
兼
行
の

突
貫
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
リ

ま
す
が
、
更
に
今
後
も
昇
風
山

内
真
部
線
、
神
田
橋
架
替
、
小

田
川
改
修
と
早
期
完
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
が
山
積
 
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

牛
の
一
散
で
 

躍
 
進
 

本
年
の
干
支
（
丑
）
は
歩
み

が
お
そ
い
と
い
う
例
え
が
あ
り

ま
す
が
、
牛
の
一
散
（
時
に
は

一
散
に
走
リ
出
す
こ
と
が
あ
る
）
 

と
い
う
例
え
も
あ
リ
ま
す
し
、
 

又
、
各
種
産
業
の
発
展
と
住
民

の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
と
い

う
大

い
な
る
夢
と
希
望
そ
し
て

そ
の
実
現
を
図
る
た
め
昭
和
三

十
年
に
金
木
町
、
嘉
瀬
村
、
喜

良
市
村
の

一
町
ニ
ケ
村
が
合
併

し
て
丁
度
三
十
年
目
を
迎
え
る
 
 

こ
れ
を
契
機
に
一
万
五
千
町
民

が

一
丸
と
な
っ
て
創
意
と
工
夫

を
こ
ら
し
た
町
づ
く
り
の
出
発

点
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

今
年
も
緊
縮
財
政
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
が
、
経
費
の
節
減

を
図
り
業
務
内
容
の
合
理
化
と

連
絡
調
整
を
密
に
し
て
町
発
展

の
た
め
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
行

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。
 

新
し

い
年
こ
そ
町
民

の
皆
さ

ん
に
好
景
気
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
念
じ
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。
 

と
い
う
輝
や
か
し
い
年
で
も
あ

り
ま
す
の
で
こ
れ
を

ー
つ
の
節

目
と
し
て
町
民
と

一
丸
と
な
り
、
 

町
づ
く
り
推
進
の
た
め
我
々
町

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
住
民

の
代
表
と
し
て
終
始
公
正
に
町

民
の
信
託
に
応
え
、
町
政
の
諸

問
題
を
慎
重
に
審
議
し
、
町
民

各
位
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
努

力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
全
面
的
な
ご

指
導
ご
鞭
鍵
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
年
こ

そ
は
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
 

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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防団出初式 

250人の大行進 

ク
ラ
プ
と
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ

プ
を
先
頭
に
第

一
分
団
か
ら
第

六
分
団
ま
で
の
総
勢
二
百
五
十

名
に
上
る
大
行
進
で
、
古
川
町

長
観
閲
の
も
と
規
律
を
正
し
、
 

火
災
ゼ

ロ
の
願
い
を
新

た
に
し

て
い
ま
し
た
。
 

火
の
取
り
扱
い
が
多

い
こ
の

時
期
、
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
が

ス
ト
ー
プ
火
の
不
始
未
で
、
昨

年

一
月
ー
十
二
月
ま
で
の
町
内

火
災
発
生
件
数
は
、
ボ
ヤ
な
ど

を
含
め
て
二
＋
七
件
、
三
億
八

千
三
百
八
十
九
万
円
が
焼
失
し

て
い
ま
す
。
 

正
月
恒

例
の
消
防

団
出
初
式

が
三
日
午

前
八
時
か

ら
行
わ
れ

放
水
演
習

や
機
械
点

検
、
分
列

行
進
な
ど

を
披
露
し

ま
し
た
。
 

放
水
演

習
後
の
分

列
行
進
は

幼
年
消
防
 

今
年
の
分
列
行
進
 

十
二
月
十
七
日
招
集
の
第
百

十
回
定
例
町
議
会

は
、
議
会
選

出
の
農
業
委
員
伊
丸
岡
勇
氏
の

辞
任
に
伴
い
新
た
に
吉
崎
正
光

氏
を
選
任
。
人
権
擁
護
委
員
に
 

犬のお母さん 

と 
二匹の子猫 

昔
か
ら
犬
と
猫
は
仇
同
志
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
喜

良
市
の
今
憲
雄
さ
ん

（
5
3歳
）
 

宅
で
は
、
猫
の
赤
ち
ゃ
ん
を
犬

の
母
親
が
世
話
を
し
て
い
る
、
 

ち
ょ
っ
と
変
っ
た
親
子
が
近
所

の
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
 

こ
の
親
子
は
、
生
後
ま
も
な

い
三
毛
猫
（
文
次
と
勇
太
）
と

六
オ
の
雌
犬
（
姫

）
で
、
今
さ

ん
の
話
で
は
、
文
次
と
勇
太
が

出
生
後
ま
も
な
く
病
気
の
母
親

と
死
に
別
れ
、
牛
乳
な
ど
を
や
 
 坂

本
義
音

（
山
任
）
対
馬
要
治
 

（
新
任
）
の
両
氏
を
推
薦
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
総
務
企
画
と
教
育
民

生
常
任
委
員
会
で
委
員
の
所
属
 

っ
て
十
日
位
育
て
て
い
ま
し

た

が
、
そ
の
う
ち
姫
に
預
け
た
ら

ど
う
か
と
思
い
つ
き
、

こ
れ
を

試
み
た
と
こ
ろ
最
初
は
た
め
ら

っ
た
姫
も
そ
の
う
ち
自
分
の
乳

首
を
含
ま
せ
文
次

と
勇
太
に
吸

わ
せ
て
い
た
と
い
う
。
 

三
年
前
に
母
親
体
験
の
あ
る

姫
は
、
上
手
に
保
育
し
、
そ
の
 
 変

更
が
あ
り
総
務
企
画
常
任
委

員
長
に
竹
内
武
六
氏
、
副
委
貝

長
に
小
田
桐
喜
吉
氏
。
教
育
民

生
常
任
委
員
に
古
川
哲
雄
氏
を

選
任
し
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
予
算
は
、
三
千
七

十
七
万
八
千
円
を
減
額
補
正
し
、
 

三
十
億
五
千
六
百
八
万
九
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
 

う
ち
今
さ
ん
が
も
し
や
と
思
い

姫
の
お
乳
を
絞
っ
て
み
て
ま
た

も
び
っ
く
り
、
お
乳
が
出
て
い

て
飼
い
主
を
二
度
も
驚
か
せ
ま

し
た
。
 

子
を
思
う
親
の
気
持
ち
は
、
 

動
物
の
本
能
な
の
か
知
り
ま
せ

ん
が
、
今
さ
ん
も
変
っ
た
親
子

に
感
激
の
面
持
ち
で
し
た
。
 

「
ガ

ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

の

日
曜
営
業
案
内
 

▽
2
月
3
日
（
第
一
日
曜
日
）
 

飯
塚
商
店

5
21
5
5
5
5
 

▽
2
月
1
0日
（
第
ニ
日
曜
日
）
 

三
上
石
油

5
21
2
3
9
0
 

▽
2
月
1
7日
（
第
三
日
曜
日
）
 

吉
万
石
油

5
31
2
5
3
4
 

▽
2
月
2
4日
（
第
四
日
曜
日
）
 

伊
藤
商
店

5
31
2
8
2
5
 

大
橋
浩
さ
ん
 

玉
鹿
石
を
寄
贈
 

占
森
県
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
玉
鹿
石
を
喜
良
市

の
大
橋
浩
さ
ん
が
町
に
寄
贈
し

町
で
は
中
央
公
民
館
に
陳
列
し

ま
し
た
。
 

贈
ら
れ
た
玉
鹿
石
は
、
鹿
の

子
石
の
異
名
を
持
つ
錦
石
の
一

種
で
、
き
れ
い
に
研
麿
さ
れ
美

し
い
鹿
の
子
紋
様
や
緑
玉
等
の

色
彩
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
 

第
百
十
回
町
議
会
 

農
業
委
員
に
吉
崎
正
光
氏
 

一よい選挙正しく 明るく さわやかに 南中1年 米 谷 里 美ー 



智
紀

一
男

明
彦

弘
樹

勝
博

公
徳

悦
男

正
誉
 

h
H
ム
H
 

昭
雄

真

一
 

藤
田
 
琴
幸

工
藤
あ
ゆ
み

山
中
 
大
資

三
潟
 
俊
樹

内
海
 
和
樹

鳴
海
 
洋
売

木
村
 
陽
仁

石
井
あ
ゆ
み
 

戸
籍
の
窓
 

十
二
月
 

お
め
で
と
う
 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
幹
と

な
る
待
望
の
金
木
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
 

関
係
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ

ー
は
、
従
来
の
老

人
憩
の
家
跡
地
に
昨
年
七
月
着

工
さ
れ
た
も
の
で
総
工
費
が
一
一

千
ニ
百
二
十
五
万
円
、

広
い
集

会
室
や
娯
楽
室
な
ど
が
配
置
さ
 

れ
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
に
設
立
さ
 

れ
た
同
種
の
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
 

共
に
老
人
の
集
会
施
設
と
し
て
 

多
目
的
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
施
設
の
完
成
に
 

小
笠
原
隆
善

（
正
仁
）
金
 
木

浜
田
 
亜
希

（
毅彦
）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（難
叡
讐
観
嘉
瓢
 

（器
難

一
難
一
離舶
 

（
雑
犠
髄

）
咽
価
 

命
静
犠
麗
嘉
滞
 

（
響
縫
山一
壁
噂
碑
 

件
い
、
川
倉
に
あ
る
老
人
福
祖

セ
ン
タ
ー
は
呼
名
が
混
乱
す
る

こ
と
か
ら
．
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
と
名
称
を
変
え
ま
し

た
。
尚
、
金
木
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
年
金
積
立
金
環
元
融

資
を
受
け
ま
し
た
。
 

愛
熟
虻
鷲
か
叫
 

（
錯
振秘
醸
霧
叔

需
興紀
讐
難
扇
請
 

（群
讐

麗
一
紗
画
 

（
翻由
美
孤礁
一
哩
細
 

お

く
や
み
 

演
田
 
ハ
ル
 

（
8
0）
嘉
 
瀬

福
井
 
健
三
郎

（
7
4）
喜
良
市

成
田
 
留
古
 

（
7
7）
中
柏
木

原
田
 
キ
エ
 
（
6
9）
中
柏
木
 

滞
田
 
ひ
て

瀬
川
 
マ
ツ
エ

泉
谷
 
サ
コ

外
崎
 
ノ
リ
子

沢
田
 
き
江

松
尾
 
義
雄
 

女
 

人
 ロ
と
世
帯
 

驚”声・い 
iえ一’ー，,Lむ二 
~ 4 保育所 	・ー・イー’第121保育所 第 4 保育所 

金
木
老
人

福
祉
セ
ン

タ
ー
が
完
成
 

古 白 今
川 川 

一 綾 誠
樹 乃 Ifi 

金
 

藤
 

嘉
 

川
 
倉

嘉
 
瀬

嘉
 
瀬

金
 
木

金
 
木

喜
良
市

金
 
木

喜
良
市
 

瀬 枝 木 

12月31 El現{l 

世帯数 3,903世帯 ＋ 2 

人 LI 14,310人 -4 

男 	6,885人 -1 

女 	7,425人 -3 

―町思う 正道歩んで さわやか選挙 南中 3年 土 岐 康 子ー 

はじめまして

琴幸ちゃん 

11月29日生まれ 

体重 	3, 500g 

金木藤田智紀長女、 金 金蒔 Ill 金 嘉

木 木 w 倉 木瀬 

51 99 38 63 47 85 

（
略中
テ
？
（
購
謙
相
 

志
（
季連
栄
）中
 
岡
 


